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令 和 ₆ 年 度 朝 陽 同 窓 会 総 会 議 案
　令和６年度の同窓会総会は、昨年同様、母校に集まって行う対面開催と、この朝陽紙面を
使った書面開催の２本立て・同時開催とします。
　それぞれの形式での、議案に対する賛否表明は以下のように行ってください。
•対面の場合：�開催日当日会場での「記名投票」
•書面の場合：�本誌７３ページの賛否表名用紙に記入して郵送またはＦＡＸ、
あるいは、同窓会ＨＰからの賛否表名のいずれかの方法で行ってください。
　−FAX宛先：050-3730-0138
　−郵送宛先：160-0015 新宿区内藤町11-4
　　　　　　　都立新宿高等学校内朝陽同窓会
　−ＨＰから賛否表名を行う場合は右のＱＲコードから
　　同窓会ＨＰを開いてください。
＊�議案の採決は、それぞれの案件につき、有効投票数の２／３以上の賛成で可決とします（規
約第11条）。なお、記名なき投票は無効です。

議案 1　役員人事（以下敬称略）
＊役員は２年毎改選です。今年は改選の年にあたり全役員改選となります。
＊以下の通り、提案します。

会長
＊再任　　三上彩子�S18

副会長
＊再任　　小林暁生 S08� 01回～ 10回から選出
　　　　　柴田眞樹 S18� 11回～ 20回　々
　　　　　渡辺康隆 S25� 21回～ 30回　々
　　　　　高橋　寛 S32� 31回～ 40回　々
　　　　　楠木綿太 S60� 51回～ 60回　々
　　　　　安部ふゆみ S35� 運動部OBOG会から選出
　　　　　小田島肇 S38� 支部朝陽会　々
　　　　　西尾信子 S24� 旧教職員　　々
＊新任　　須田健太郎 S48� 41回～ 50回から選出
　　　　　高橋　進 S20� 文化部OBOG会　々
＊退任　　小野瑞城 S34

監事
＊再任　　中越一統S31、廣田勝彦S44

　幹事長は代表幹事会が推薦し会長が委嘱、顧問は会長依頼によるため総会承認の必要は
ありません（規約第13条、15条）が、参考としてご紹介します。
幹事長
＊新任　　太田正行S23
＊退任　　橋本健一S19　　　　顧問委嘱予定
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議案 2　2023年度事業報告と決算

•朝陽あい基金
＊発足　　2024年４月より
＊目的　　在校生へのたゆまぬ支援
＊対象　　奨学金給付を中心とした支援
　　館山寮臨海教室支援、部活動支援、留学支援、キャリアガイダンス支援、
　　進路部通信合冊作成援助、図書購入補助などにも展開
　　母校の校内環境整備への協力
＊原資　　100周年記念募金のうち奨学金給付用に積み上げた1,500万円より
＊募金　　趣旨に賛同する会員からの寄付を継続的に募る
＊企画　　西尾信子S24を中心に吉村悟S07も加わり事務局で作成し、役員会や代表幹事会に提案
•広報強化
＊目的　　同窓会活動への会員の参加を推進し、併せて会費の増収を図る
＊組織　　広報強化委員会を設置
＊委員　　安部ふゆみS35、須田健太郎S48、原田将史S48、楠木綿太S6
　　　　　（事務局から）　林慶治郎S18、橋本健一S19、寺澤忠興S22、
＊活動　　同窓会HPのより充実、SNS利用を検討
•記念音楽祭
＊日時　　９月24日（日）開場13：00、開演13：30
＊会場　　なかのZERO大ホール、700名強の観客で会場はほぼ満席
＊出演　　朝陽合唱団、六声会合唱団、音楽部OBOG、管弦楽部OBOG、在校生音楽部
＊指揮　　小峰和則（元本校音楽教諭）、樋本英一S25
＊祝辞　　三上朝陽同窓会会長S18
•記念美術展
＊日時　　２月12日（月）～ 17日（土）
＊場所　　エコギャラリー新宿
＊展示　　63作品
＊来場　　延べ400名
•記念庭園
＊設置　　創立100周年記念碑を２月１日（木）に設置
記念碑書は田久保裕之S52、本校体育科教諭による
＊除幕式　３月15日（金）　76回生卒業式終了後
藪田校長、三上同窓会長、橋本幹事長挨拶
同窓会事務局員、本校教諭、新卒業生、在校生も多数参列
•朝陽奨学金
＊給付　�学年奨学金10名、就学援助金３名　　2023年10月
　　　����あい奨学金３名　　　　　　　　　　2024年３月
•100年誌刊行
＊日時　　2023年６月
＊部数　　2,000部
＊題名　�「木々の翠を見やりつゝ」
＊配布　��寄稿者や寄付金多額納付者、現役教職員に送付
＊販売����朝陽同窓会員に向けて「通史」とセットで販売開始
•事務局人事
＊退任　　小山春美S25　2023年12月
　　　　　西出紀久S15　３月　　顧問は留任
＊新任　　西尾信子S24　２月　　兼副会長
前田文子S31　４月
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2023年度決算案
2023年4月1日より2024年3月31日まで

         △印は予算に対して実績が少なかったことを示す
勘定科目 予算 実績 差異 差異理由(予算➝実績）

●一般活動
　＜収益の部＞
入会金 3,390,000 3,465,000 75,000
年会費 616,000 514,000 △ 102,000  308名　➝ 256名
長期会費 3,980,000 3,604,406 △ 375,594 2388名　➝ 2162名
寄付金 100,000 35,000 △ 65,000
朝陽広告料収入 442,000 370,000 △ 72,000
名簿発行賛助金還元 2,209,000 2,394,500 185,500 名簿の追加購入増
預金受取利息他 1,200 10,637 9,437
財団受託手数料 360,000 360,000 0
　　　　　　　　収益小計 11,098,200 10,753,543 △ 344,657
　＜費用の部＞
事務局手当 3,810,000 3,807,000 △ 3,000
通勤交通費 288,000 298,338 10,338
会議費 60,000 94,097 34,097
通信費 211,500 253,206 41,706
光熱費 260,000 221,077 △ 38,923
消耗品費 476,000 801,140 325,140 プリンター用消耗品費増
記念品・慶弔費 90,000 30,000 △ 60,000
銀行郵貯手数料 130,600 100,003 △ 30,597
取扱手数料 156,000 37,026 △ 118,974 会費納入者が予算より少なかった
減価償却費 566,872 274,018 △ 292,854 IT設備更新を一部取りやめた
出張旅費 30,000 0 △ 30,000
名簿印刷発行費 130,000 0 △ 130,000 発行を取りやめた
朝陽発行費 4,011,450 3,922,583 △ 88,867
総会費 330,000 337,096 7,096
支部助成金 210,000 52,820 △ 157,180 支部総会未開催
校歌祭費用 60,000 50,000 △ 10,000
朝陽祭参加費 30,000 2,600 △ 27,400
活動助成金 100,000 66,000 △ 34,000
母校支援費 215,000 101,384 △ 113,616 学校からの申請がなかった
予備費 500,000 0 △ 500,000 未使用
　　　　　　　　費用小計 11,665,422 10,448,388 △ 1,217,034
　　　　　一般活動収支 △ 567,222 305,155 872,377
●100周年記念事業
　＜収益の部＞
100周年記念募金 13,832,868 2,492,176 △ 11,340,692 過大予算計上
100年誌売上 5,320,000 806,000 △ 4,514,000 　　〃
　　　　　　　　収益小計 19,152,868 3,298,176 △ 15,854,692
　＜費用の部＞
記念音楽祭 1,006,350 888,898 △ 117,452
100年誌 6,375,600 5,002,048 △ 1,373,552 発行費用削減
記念庭園 900,000 973,720 73,720
記念美術展 720,000 310,674 △ 409,326 会場費など経費の削減
銘板作成 300,000 0 △ 300,000 次年度に実施を繰り延べ
朝陽合唱団支援 30,000 30,000 0
募金趣意書等 1,178,000 697,500 △ 480,500 通信費などの減
　　　　　　　　費用小計 10,509,950 7,902,840 △ 2,607,110
100周年記念事業収支 8,642,918 △ 4,604,664 △ 13,247,582
当期経常増減額 8,075,696 △ 4,299,509 △ 12,375,205
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同窓会費納入のお願い
　皆様からいただく会費は、さまざまな同窓会活動を円滑に行うためのものです。
　今年もまた会費の納入をお願い申し上げます。
年会費　…　�2,000円／１年　ただし、６年分を一括先払いいただく場合（長期会費）は、

10,000円／６年　です。
　単年支払い、あるいは、６年一括の長期会費�どちらかを選んでお支払いください。
　過去の未納分については特に請求しておりません。今年度分としてお支払いください。
　また、以下の方は、規約により会費が免除されています。
　　　•卒業時又は入学時に入会した会員。卒業後�5�年間は納入免除。
　　　　（今年は72 ～ 76回生が該当）
　　　•現/旧職員。
　なお、恐縮ですが、寿会員制度は廃止させていただいております。
問合せは　朝暘同窓会事務局　０３−５３６８−８３６６　へ

財産目録 2024年3月31日現在

　　科目 金額 　　科目 　　　　金額
＜資産の部＞ ＜負債の部＞
　現金 10,524 　源泉徴収所得税預かり 27,831
(募金等引当預金） 　予納会費－77、78回生 3,425,000
　定期預金 30,000,000 　あい基金引当金 13,400,000
　定額貯金 13,000,000 　長期会費未経過分引当金 10,827,334
(その他預金） 　計 27,680,165
　普通預金 3,633,886
　郵便貯金 8,999,174 ＜繰越金＞
  未収入金 7,000 　一般繰越金 10,969,641
　短期貸付金 3,000,000 100周年事業繰越金 20,894,865
　器具備品 894,087 　計 31,864,506
　合　計 59,544,671 　合　計 59,544,671

 100周年事業繰越金

剰余金処分案 100周年募金募金 88,659,308
奨学金 △ 22,100,000

1.前年度一般繰越金 36,164,015 館山寮改修 △ 16,500,000
集いの場 △ 5,641,363

当期経常増減額 △ 4,299,509 記念誌作成 △ 8,881,864
　　　　　　 計 31,864,506 記念音楽祭 △ 1,180,598

記念美術展 △ 310,674
記念庭園 △ 973,720

2.これを次の通り処分します その他記念事業費 △ 12,176,224
次期繰越金 31,864,506 支出累計 △ 67,764,443

差引残高 20,894,865

会計監査報告
2023年度朝陽同窓会の会計監査を行いましたところ、会計帳簿及び証憑書類との照合結果については、
いずれも一致していることを確認いたしました。

2024/4/26 監事 中越一統・廣田勝彦
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議案 3　2024年度事業計画と予算

本年度から、事業計画及び予算は、以下の活動区分ごとに作成する。

　　　＊親睦の向上
　　　＊母校の支援
　　　＊組織・財政の強化

＊親睦の向上
•ホームカミングデー
　　日時　　10月19日（土）13：00 ～ 16：15
　　場所　　母校視聴覚教室
　　催物　　校内ツアー、朝陽合唱団演奏、恩師による授業、恩師との交流
　　　「朝陽」73号に参加予定の恩師を紹介
　　終了後に懇親会を開催
•校歌祭
　　日時　　10月27日（日）
　　場所　　杉並公会堂
•戸山とのゴルフ交流戦
　　日時　　10月31日（木）
　　場所　　武蔵松山カントリークラブ
•親睦向上のための活動への費用の支出
　　財源　　親睦積立金から支出

＊母校の支援
•朝陽あい基金
　　募金　　2024年度から募金開始
　　広報　　６月発送の「朝陽」73号に趣意書を同封
•朝陽奨学金
　　応募　　９月
　　人数　　学年奨学金　９名、就学援助金　３名
　　給付　　10月　　　　朝陽あい基金から支出
　　選考　　２月
　　人数　　あい奨学金　3名
　　給付　　３月　　　　　朝陽あい基金から支出
•朝陽祭
　　日時　　８月31日（土）～９月１日（日）
　　場所　　母校
　　展示　　東郷平八郎海軍大将の直筆、荒木貞夫陸軍大将の軍刀など
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•キャリアガイダンス
　　日時　　2025年２月12日（水）
　　講師　　12～13名派遣
•母校支援活動への費用の支出
　　財源　　朝陽あい基金から拠出
＊組織・財政の強化
•総会
　　日時　　６月29日（土）　14：00 ～ 16：00
　　場所　　母校視聴覚室
　　挨拶　　学校長、PTA会長、同窓会長
　　議事　　役員人事、2023年度事業計画と決算、2024年度事業計画と予算
　　講演　　廣瀬直己S23
　　演奏　　朝陽合唱団
　　懇親会　ベニーレベニーレ　17時より　会費　５千円
•100周年記念事業報告書
　　目的　　記念事業の活動報告、朝陽記念募金・館山寮募金の寄付者芳名録
　　内容　　会長挨拶、記念事業活動報告、募金者卒回氏名
　　部数　　「朝陽」と同サイズで18,500部
　　編集　　林慶治郎S18を中心に吉村悟S07、小山晴美S25
　　発行　　2025年６月、「朝陽」74号に同封
　　費用　　原稿を紙面レイアウトに変更したうえで、業者に見積もり依頼
　　　　　　代表幹事会に報告の上、2025年度予算に計上
•広報強化委員会
　　当面の課題　　ホームページ改善案、及びSNS利用案作成
•支部朝陽会
　　開催　　今年から対面開催復活
•名簿会計システム切り替え　　　　　
　　目的　　次世代管理者育成
　　日時　　９月～ 12月
•ワークショップ開催
　　目的　　次の10年（創立110周年）に進むための企画を討議
　　　　　例えば総会、代表幹事会への出席者数倍増
　　　　　音楽祭や美術展の３年ごとの開催
　　　　　運動部・文化部OBOG会活動支援
　　日時　　10月または11月
　　参加　　役員と代表幹事
•組織財政強化活動への費用の支出
　　財源　　会費収入・入会金などから拠出


